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技 術 概 要

APTTを計測すべく第２試薬として０．０２０ｍｏｌ／Ｌの塩化カルシウム水溶液用いた場合、そのときの凝固時間が
基準値を超えて異常値を示す高ヘマトクリット患者検体モデルに対し、０．０３０ｍｏｌ／Ｌ以上～０．０４０ｍｏｌ／Ｌ以
下の塩化カルシウム水溶液を用い凝固時間を測定する。この中で、０．０３５ｍｏｌ／Ｌ塩化カルシウム水溶液が検
査値偽延長防止に優れていた。

技 術 分 野

その他（　　　　　　　　　　　　　）

タ イ ト ル

【目的】高ヘマトクリット患者検体の活性化部分トロンボプラスチン時間検査が簡単かつ迅速にできる検査方法。
【効果】検査の簡単化及び迅速化、NCCLS補正を行うために必要な複数回採血による患者に与える精神的、肉
体的負担を軽減。
【特徴】高ヘマトクリット患者検体モデルにおいて、０．０３０ｍｏｌ／Ｌ以上～０．０４０ｍｏｌ／Ｌ以下のカルシウムイオ
ン供与体を含む塩化カルシウム水溶液を第２試薬として使用し正確な凝固時間を測定することを特徴とする。こ
れは、3.13％クエン酸ナトリウム真空採血管（黒２ｍL採血管）を用いて採血した高ヘマトクリット患者検体でも検体
に対しNCCLSの操作をすることなく簡単及び迅速なAPTT検査を可能とするものである。
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